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われる。その質的な境界線をDe Vecchi（1982: 248）は、回想的随筆集『鉄槌の火花（Le 
faville del maglio）』に含まれる、1897 年という日付の『敵による福音書（Il Vangelo 
secondo l’Avversario）』に見付け出そうとする。それまでの散文作品、例えば 1889 年の










が刊行される直前の 1924 年初めということである。実体験から執筆までの約 27 年間
に、ダンヌンツィオはフィレンツェに移り住み（1898年）、フランスに「亡命」し（1910
年）、第一次大戦を経てフィウーメを占領し（1919 年）、そして終の住処ヴィットリ






　ダンヌンツィオがミケランジェロに言及する最も初期のものとして、1885 年 2 月
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り、それに関する「博識な引用」としてミケランジェロへの言及がなされている。













　1893 年 3 月に月刊誌『トリブーナ・イッルストラータ（La Tribuna Illustrata）』に
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ネーツィアで書かれた1896年のXと1897年のXVI、そしてバガッツァーノで書かれ













で、その芸術観のレベルにまで高まっている。1898 年 5 月に第 1 幕が書かれ、夏には















　1899 年 7 月 20-21 日、ダンヌンツィオはカッラーラ周辺を訪問し、その経験に基づ
いて、翌年1月8日にフィレンツェでダンテの『地獄』第8歌に関する公開講義を行っ
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　以上、本章では、まず De Vecchi が示した 1897 年という境界線を、ダンヌンツィ












　De Vecchi が 1897 年とした境界線を、実際のバガッツァーノ訪問の 1898 年、あるい
はヴェルディ追悼演説の 1901 年に移し得る可能性を前章で指摘した。本章では、ダン
ヌンツィオの文学的創造の最も意義深い成果である『空と海と陸と英雄の讃歌（Laudi 
del cielo del mare della terra e degli eroi）』の初期3巻（1903-4年）を中心に、ダンヌンツィ
オがミケランジェロへの理解をさらに深めていく様子を見ることにしよう。
　1903 年 5 月に刊行された第 1 巻『マイア（Maia）』の中心をなす『生ノ讃歌（Laus 
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では、「2. 超人的な力を備えた人。／ 3. 基準を越えた才能によって、美徳によって、
精神力によって、モラルあるいは知性の特別な高さによって他者を上回る、優れた
人。／4. 上位の抑圧的な権力に対して、たいていは失敗に終わるが執拗に反抗する人」





















岩壁を。」（Versi II: 398）という、弟子コンディーヴィの『ミケランジェロ伝（Vita di 
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のである（RL: 530）。ミケランジェロは天井画を一人で 4 年以上かけて非常に苦労し
て制作した。戦う英雄が孤独であることはティタニーズモの条件の一つである。
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　1915 年 5 月 5 日の『コッリエーレ・デッラ・セーラ』紙に、ダンヌンツィオが同じ



















タリアの参戦を描き出す。現実にイタリアは 5 月 20 日に議会で参戦を決め、23 日に
オーストリアに宣戦布告した。
　ダンヌンツィオは第 45 歩兵師団司令部に通信将校として配属され、イタリア北東
の国境のカルソ地方で戦争を体験する。1916 年 9 月、アクイレーイアに近い小村で、














　1918 年 11 月にイタリアは終戦を迎える。翌年のパリ講和会議ではイタリアの権
益が認められず、それに不服なダンヌンツィオは志願兵の司令官として 9 月 12 日に
フィウーメを占領する。その直前の 8 月 16 日、『ガッゼッタ・デル・ポーポロ（La 
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　1922 年 8 月 13 日にダンヌンツィオは、自宅の 2 階の窓から転落する事故「大天使
の飛行」で頭蓋骨を骨折し、数日間、意識不明になる。2 日後の 8 月 15 日にトスカー
ナで予定されていた、ムッソリーニ、元首相ニッティとの三者会談はなくなった。そ
の治療が続く 9 月に書かれた『錯乱した意思と予見する記憶の日記（Il Diario della 
Volontà delirante e della Memoria preveggente）』は、「飛行」の直後の記録である。最初
















































　ユリウス 2 世廟の柱の部分に設置されるはずだった、12 の《奴隷》のうちの 4
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　1897 年 1 月 27 日という日付の『敵による福音書』において、それ以前とは質的に
異なるミケランジェロ像、「天命へ英雄的に身を捧げ、自らの天使－神霊と戦い続け





























て部分的に金色に塗装された M 礼拝堂の《暁》の頭部や L 美術館の《瀕死の囚われ
人（Prigione morente）》があった。そして、新しく作られた寝室は「《暁》の部屋」
と呼ばれ、ベッドの頭側の上方に《暁》が横たわり、両脇に L 美術館の 2 体の《囚わ
れ人》が立ち、他の壁面にA美術館の2体の《奴隷》、M礼拝堂の《聖母子》が並ぶ。
1938 年 3 月 1 日に亡くなったダンヌンツィオの遺体はこの部屋に安置され（Terraroli 






RL Rime e Lettere, a cura di A. Corsaro e G. Masi, Bompiani, Milano 2016.
Condivi, Ascanio
VMB Vita di Michelangelo Buonarroti, a cura di E. S. Barelli, Rizzoli, Milano 1964.
Conti, Angelo
BR La beata riva. Trattato dell’oblìo, a cura di P. Gibellini, Marsilio, Venezia 2000.
D’Annunzio, Gabriele
PR Prose di ricerca, a cura di A. Andreoli e G. Zanetti, 2 voll., Mondadori, Milano 2005.
Rom. I Prose di romanzi, vol. I, a cura di A. Andreoli, Mondadori, Milano 2005.
Rom. II Prose di romanzi, vol. II, a cura di N. Lorenzini, Mondadori, Milano 2011.
SG I Scritti giornalistici 1882-1888, vol. I, a cura di A. Andreoli, Mondadori, Milano 1996.
SG II Scritti giornalistici 1889-1938, vol. II, a cura di A. Andreoli, Mondadori, Milano 2003.
T Taccuini, a cura di E. Bianchetti e R. Forcella, Mondadori, Milano 1976.
TSM I Tragedie, sogni e misteri, t. I, a cura di A. Andreoli, Mondadori, Milano 2013.
TSM II Tragedie, sogni e misteri, t. II, a cura di A. Andreoli, Mondadori, Milano 2013.
Versi I Versi d’amore e di gloria, vol. I, a cura di N. Lorenzini, Mondadori, Milano 2001.
Versi II Versi d’amore e di gloria, vol. II, a cura di A. Andreoli, Mondadori, Milano 1995.
【参考文献】
Battaglia, Salvatore
2000 Grande dizionario della lingua italiana, vol. XX, UTET, Torino.
Bosco, Umberto
1949 Preromanticismo e romanticismo, in Questioni e correnti di storia letteraria, a cura di U. 
― 258 ― ― 259 ―
ミケランジェロの「親族」ダンヌンツィオ ― 詩と造形のティタニーズモ ―
Bosco et al., Marzorati, Milano, pp. 597-657.
Crescentini, Claudio
2014 Michelangelo, Andrea Bregno e l’inizio della modernità, in 1564/2014 Michelangelo. 
Incontrare un artista universale, a cura di C. Acidini, Giunti, Firenze - Milano, pp. 66-77.
De Vecchi, Nicoletta
1982 Bonarroto sacrum: contributo alla lettura del Michelangelo di D’Annunzio, in «Quaderni del 
Vittoriale», 34-35, pp. 247-260.
Ferretti, Emanuela; Pierini, Marco; Ruschi, Pietro （a cura di）
2014 Michelangelo e il Novecento, Silvana, Milano. 
Terraroli, Valerio
2001 Il Vittoriale. Percorsi simbolici e collezioni d’arte di Gabriele d’Annunzio, Skira, Milano.
